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巻頭言�

　先日、新潟中越地方で震度６を記録する大地
震が起こり各地で多くの方が亡くなられたり、
家をなくされたり、被災地の復興も時間がかか
っています。被災地・被災者の方達の一日も早
い復興をお祈りしております。�
　さて、その中で日本の産業をリードする自動
車産業ですら、トヨタ自動車を含めて何日間か
の操業停止に追い込まれており、また原子力発
電所にも一部きちんとした防災マニュアルが無
かった事がわかりました。地震など災害はいつ
どこで起きるかわかりません。皆さんの会社に
防災マニュアルはあるでしょうか？災害を想定
した訓練は行われているのでしょうか。�
　この度、愛知県印刷工業組合では、愛知県防
災局と協力して、「企業防災推進ネットワーク
モデル事業」を組合事業として経営革新委員会
で取り組むことと致しました。組合、関連企業
が連携して災害対策に取り組むことにより、個々
の企業を取り巻くリスクの軽減、事業継続（BC）
に取り組む際の負担を軽減する方策について検
討するモデル事業を実施し、今回実施したモデ
ル事例を組合企業に広く普及啓発することで、
事業継続計画（BCP）策定の推進・普及に取り
組んでまいりますので、ご協力よろしくお願い

いたします。�
　さて、経営革新委員会では、工場見学会に平
成19年7月13日・14日の二日間で印刷機械メー
カーのリョービ㈱様・流通印刷大手の㈱アスコ
ン様へ行ってまいりました。定員30名のところ
多くの参加希望を頂き、ありがとうございまし
た。最終的には、35名ご参加いただきました。
特にリョービ㈱様には第一日目にたいへんお世
話になり本当にありがとうございました。広島
東工場は本当にきれいで整然とした中での作業
は、よい製品を造る原点であると思いました。
また、デモンストレーションによる印刷機械の
説明会も見学者の注目を集めやはり「百聞は一
見に如かず」で、フルオート・フルデジタルの
高付加価値印刷を深く印象付けました。また㈱
アスコン様では会社見学の後たいへんお忙しい
中を林 征治社長にご講演をいただき本当にあ
りがとうございました。�
　見学会は、単に企業を見学するだけではなく、
組合員相互の親睦・情報交換においても、重要
な機会と考えております。最近は若い方の参加
も多く楽しいものになったのではないかと思い
ます。�
　「印刷寺子屋」のご参加お待ちしております。�

「企業防災推進ネットワークモデル事業」�
　　／BCP（企業継続計画）�

副理事長　細井　俊男�
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　経営革新・マーケティング分科会／報告者　北川

和也委員（石川県工組常務理事）�
　当委員会では、二点について話し合いました。まず、
第一点目は紙の値上げについてです。全印工連から
は「卸商から値上げ要請が来ていると思いますが、
まだ『イエス』と言わないように」との指示があっ
たことを報告させていただきます。理由は供給過剰
になってくるという見通しもあるからです。また、
製紙会社は「絶対に上げる」と言っていますが、紙
商の協力が難しい等で値上げが困難になるのではと
いう見方もあるようです。このほか「紙の値上げは
仕方がないが、流通で省力化が図れるのでは」とい
う意見もありました。例えば、「包装紙はいらない」
ということで、印刷機にそのまま積めるような状態
で運んできてもらえば、包み紙は必要ありません。
そういう努力を印刷会社と紙商がするわけです。そ
のようにすれば、経費をカットできます。紙の値上
げ問題についての最終的な結論は、「できるだけ抵
抗しよう」ということです。�
　もう一点は、日本印刷技術協会のセミナーについ
てです。「テレビ会議が行えるので、それを各県で
利用できないか」という問いかけがありました。年
間に50万円かかるそうで、負担が大きいので県も巻
き込み、異業種も含めて実現できないかという問い
かけでした。また、セミナーについては、全印工連
のセミナーも七つの新企画が用意されていますので、
ぜひ利用していただきたいと思います。�
　教育・労務委員会／岡田邦義委員（愛知県工組教育・

労務委員長）　セミナーに関して、いま経営革新・
マーケティング委員会からも発言がありましたように、
新企画が７セミナー用意されています。教育・労務
委員会では、「10年後の印刷メディア産業を考える
～経営者は何をすべきか～」をテーマにしたセミナ
ーを担当します。講師は日本プリンティングアカデ
ミーの濱照彦学校長が務めます。大変参考になるセ
ミナーですので、各県工組で実施していただきたい
と思います。人材育成セミナーに関しては、岐阜県
工組が開催し、好評を得たとのことです。�
　労働関係法令では、労働基準法改正法案、労働契
約法案、最低賃金法の改正案が審議中で、平成23年
９月１日頃に施行になるとの予想です。パート労働
者に対する厚生年金適用の拡大も同様です。�
　平成19年度各種講座・試験の実施計画ですが、印
刷営業士認定試験は愛知県工組、管理印刷営業士認
定試験は岐阜県工組が実施を予定しています。�
　環境委員会／三浦康彦副委員長（愛知県印工組環

境副委員長）　環境問題は、最近、大きくクローズ
アップされています。当委員会では、各県工組の現
状を報告していただきました。ISO14001の認証取得
は大変な費用がかかります。そのために、「日印産

連が進めているグリーンプリンティング認定制度・
GPマーク取得を検討しよう」という意見がありまし
た。ISOとGPを比較すると、GPはISOよりも価格的
に非常に安く取得できます。これを環境委員会で取
り上げ、団体取得を目指すことになりました。それ
によって、業界内でも早く理解されるようになり、
多くの企業に取り組んでいただけると思います。10
月に審査がありますので、岐阜県と愛知県で説明会・
勉強会を行い、取得に向けて推進します。委員会で
は「GPは印刷業界に特化した認定制度なので、日印
産連には官公庁及び民間企業並びに一般の人々にし
っかりとアピールしていただきたい」という意見も
出ていました。�
　組織運営委員会／楠行博委員長（富山県工組常務

理事）　印刷産業の組織化状況ですが、昨年度は奈
良県工組が１社増加しています。茨木、新潟、富山、

鹿児島が現状維持、あとは、すべてマイナスです。
前年度と比べて355社減っています。組合員の減少
傾向に歯止めがかからず、５年後、10年後にどうな
っているのか、それを予測する必要があるという話
を前回の下期会議の時にさせていただきました。全
組合員企業を訪問する実態調査は難しいと思いますが、
対話を通して現状を聞くということが大事だと思い
ます。調査は、アンケートを取ることが目的ではなく、
訪問してアンケート調査の形式を取りながら実態を
聞き、また、私たちが組合活動を説明しPRすること
が目的だと考えます。当県工組では、５年先はどう
なっているのか、経営者の継承はどうするのか、デ
ジタル化の進展、組合活動をどう思っているのかなど、
会話形式で質問しながら、実態調査を進めていきた
いと考えています。今年中に各支部を通して、やっ
ていきたいと思っています。�
　「メディアユニバーサルデザイン」への協力につ
いては、全国青年印刷人協議会が推進しているMUD
に対する組織運営委員会の協力だと理解しています。
これについては、全青協中部ブロック協議会の大村
一史会長に補足説明していただきます。�
　全国青年印刷人協議会中部ブロック協議会／大村

一史会長（石川県工組常務理事）　４月に岐阜市で
開かれた全印工連の理事会で、全青協が取り組んで
いた「メディアユニバーサルデザイン事業」を全印
工連の正式な事業に格上げしていただき、正式なセ
ミナーとして全国に向けて発信することになりました。
これの手引書販売の案内をしております。色覚異常
の人にどういうふうに色が見えているのか、その人
たちにも見やすい印刷物をどうやってつくればいい
のか、手引書はその啓蒙の冊子です。一つの目的は
バリアフリーの印刷物をつくるという社会貢献です。
また、中小企業がこのノウハウで大手企業に提案す
ることにより、受注のチャンスが生まれる可能性も
あります。バリアフリーの印刷物への取り組みは、
利益を出せるということを一つのモチベーションと
して、全青協は推進してきました。�
　まずセミナーを開いていただき、その話を聞いた

上で、MUDに対する理解を深めていただくことにな
ります。すでに、富山県工組の青年会、愛知県工組
の青年会でセミナーを開講しました。そのほかの県
工組にもセミナーを実施していただくことを切にお
願い申し上げます。�
　安藤元一委員（岐阜県工組専務理事）　私も組織
運営分科会で「メディアユニバーサルデザイン」の
説明を聞かせていただきました。それで、全印工連
の武石専務理事にお聞きしたいのですが、工組にお
いて、どの委員会が担当してセミナーを行うべきか、
その指導をしていただきたいと思います。�
　武石三平全印工連専務理事　「メディアユニバー
サルデザイン」については、全青協の皆様方の熱い
思いを聞き、全印工連事業の大きな柱の一つとして
進めることになりました。実質的な運営は、全青協
が中心になります。ただ、全国展開する上で、いろ
いろな問題がありますので、全印工連の森永伸博組
織運営委員長に担当していただきます。その関係で、
組織運得委員会が支援するという形になっています。�
　安藤委員　岐阜県工組には全青協に加入する青年
会組織がないので、そのまま受け取れば、担当は組
織運営委員会になってしまいます。しかし、事業と

して捉えた場合、組織の強化とかは全く関係ないと
思うので、岐阜県工組としては教育・労務委員会を
受け皿として考えています。これに関して、全印工
連としての見解をお聞かせ下さい。�
　武石専務理事　それは全く問題ありません。たま
たま、全印工連の組織運営委員会の所管になったと
いうだけです。従って、各県工組の実情に合わせて
MUDセミナーを展開していただいて結構です。�
　共済事業委員会／畠山三恵子委員長（三重県工組
専務理事）　協議事項で、なぜ共済事業が生まれた
のか、そのルーツを考えてみました。やはり、成立
の土台には、組合員の組合を愛する思いと、従業員
を愛する思いがあると考えます。組合運営の大きな
財源である共済事業を促進するということは、どの
県においても重要な課題であると認識します。その
ために、共済委員会をもっと重要なポストと捉えて
いただき、リーダーシップのある人に委員長に就任
してもらい、加入促進に尽力していただいたらどう
でしょうか。愛知県工組に関しては、共済事業をパ
ーフェクトに展開され、素晴らしい成果を上げられ
ました。岐阜県工組も皆で協力し合って取り組まれ
るとのことです。�
　理事長会／須垣純夫富山県工組理事長　用紙値上
げの問題について、今回も相当強硬なものになると
思われます。値上げの理由について、原油の高騰、
チップ・パルプの値上げ、古紙の高騰が挙げられて
います。短期間で見ると、この値上げは受けざるを
得ないと思います。全印工連の対応としては、浅野
会長は「これを機会に印刷業界も価格転嫁を」と述
べられています。いつまでも、受注競争による価格
下落ばかりでは、最後には体力をなくしてしまいます。
従って、こういう機会に業界全体で考えていく必要
があります。用紙の値上げは、我々にとっても価格
転嫁の一番良いチャンスだと思います。�
　総括／林初彦会長　今回の会議を振り返ると、大
切な問題として、目前に迫る用紙値上げ、ISOであ
れGPであれ避けて通れない環境対応、そしてMUD、
組合員減少の問題など、意味のある協議ができたと
考えます。今日は長時間にわたって議論していただ
きましたが、その中で考えられたことをそれぞれの
組合活動の中に活かしていただければ幸いです。�
　閉会挨拶／W井昭弘愛知県工組副理事長　次回の
地区協下期会議は愛知県工組担当で、名古屋におい
て開催させていただくわけですが、今日、私が感じ
たのは、岐阜県工組の林理事長の指導力のすごさです。
この会議には岐阜県工組から20名が参加されています。
愛知県工組が担当する時に何名出席してくれるかを
思い返すと10名足らずが続いています。次回は、愛
知県工組もオブザーバーとして多数の出席を得て議
論を繰り広げたいと考えております。�
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　平成19年度第１回企業見学会を平成19年７月13日f～
14日gの二日間にわたり実施し、25社34名が参加しまし
た。�
　企業見学会開催にあたり経営革新委員会細井副理事長
より、「経営革新委員会事業　企業見学会に参加してい
ただきましてありがとうございます。初日はリョービ株
式会社様、２日目は株式会社アスコン様を見学します。
また、バスの手配や昼食、宿泊、交流会にご支援をいた
だきましたリョービ株式会社様には、厚く御礼を申し上
げます。２日間の日程で短い時間ですが、ご参加頂きま
した皆様同士の交流、見学をとおして勉強していただき
たいと思います。よろしくお願いいたします。」と挨拶
しました。�
　昼食時には、参加された方たちの自己紹介も行いまし
た。�

一日目：リョービ株式会社様　広島東工場見学�
（広島県府中市目崎町762）�
1943年12月創立�
従業員数2,080名（グループ5,787名）�
　主要商品は、ダイガスト製品（68％）を中心に、印刷
機器（20％）、パワーツール・建築用品（12％）の事業を展開。�
�
　リョービ株式会社代表取締役浦上彰様より企業理念、
沿革、今後の移り変わる展望、環境取り組みなど説明し
て頂きました。企業理念では、技術、信頼、挑戦を事業
活動の基盤とし、健全なる企業、活力あふれる企業とし
て成長・発展し続け、社会に貢献していきます。また、
「くらしごこち」をテーマにくらしの中にゆとりと豊か
さを創造する“ものづくり”を通して、人々と社会の信
頼のきずなを深めていきたい、と語られました。�
　今後の展望では、変えていかなければならない事と変
えてはならない事も熱く語られました。�
　このあと、リョービ株式会社執行役員堂本秀樹様より、
スクリーンを使い会社概要、工場設備、ダイガスト製品、
印刷機器、パワーツール・建築用品の説明を受けてから
工場見学に入りました。�
　工場見学では、45分にわたり印刷機のできる製造工程
を見学し、60分ほど印刷機デモをショールームで見学し
ました。印刷機デモでは、RYOBI 780E、750、520シリ
ーズを見学しニスコーティング、UV乾燥装置、エンボ
ス調加工を実際に操作していただき、手に取り実感しま
した。�

�

二日目：株式会社アスコン様　見学�

（広島県福山市港町1丁目15番27号）�
1986年10月１日設立　�
従業員数288名�
　データベース事業、デジタルシステムコンサルティン
グ、各種出版物の企画制作、商業印刷物全般、各種印刷
物の企画制作、販売促進企画の立案・実施、広告代理店
業全般を展開。�
�
　株式会社アスコン取締役第二事業部長中原貴裕様より
青山商事様との関係について次のように話していただき
ました。「青山商事様の仕事をしている部署は、主に第
一事業部でDM、チラシを受け持っています。売り上げ
は年商105億円の3分の1にあたる35億円程です。チラシは、
毎週全国で2500万枚を発行しており、弊社で制作したデ
ータを全国に電送し、各拠点で印刷していただいており
ます。�
　また、全国展開を生かし食品スーパーとドラッグスト
アーをターゲットにデータベースを作り、毎日300～400
点を撮影し登録して営業活動を行っております。�
　食品スーパーでは100社2000店舗、ドラッグストアー
では2000店舗とお付き合いをさせていただいており、チ

ラシ・DM・店内ポップを中心にいただいております。�
　また、社内でソフト開発も行っております。�
　中原貴裕様の説明後、社内見学に入りました。社内見
学では、３チームに分かれ、１階　第一事業部（青山商
事様専属部署40名）。２階　データベースサーバールー
ム、店内演出物展示。３階　システム開発、校正編集室、
データベース管理、営業部。４階　制作部（MAC中心
の24時間体制）を見学しました。�
　また、加工部所が仕事上の関係で入ることが出来なか
ったため、中綴じ機、無線機、折り圧着、PP貼り、UV
ニス加工、宛名印字などの説明を受けました。�
　昼食の席には、株式会社アスコン代表取締役社長林征
治様と株式会社アスコン取締役第二事業部長中原貴裕様
に同席していただき、質疑応答形式でお話をお伺いしま
した。質疑応答時には、活発な意見も沢山出て盛り上が
ることができました。�
　今回の企業見学会を通じ、リョービ株式会社様の印刷
機メーカーに対する認識が変わったと共に、株式会社ア
スコン様のお客様側に立った提案、システム開発の強み
を見学することができ、有意義な見学会となりました。�
　そして、本見学会にご高配賜りましたリョービ株式会
社様への感謝の言葉で締めくくり、経営革新委員会事業
企業見学会を無事終了しました。�
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平成19年度経営革新委員会事業、第１回企業見学会／報告�

印刷機メーカーに対する認識の変化�
　顧客側に立った提案システムの開発の強み�

経営革新委員会�
　箕浦靖夫（名鉄局印刷㈱）�

リョービ㈱広島東工場ショールームで�

リョービ㈱様の見学を終えて（正面玄関で）� ㈱アスコン様の見学を終えて�



　７月４日d午後２時より、名古屋都市センター14階・
特別会議室において、環境セミナーが開講されました。
このセミナーは愛印工組の環境委員会（鈴木正博委員長）
が担当し、寺田勝昭氏（P&Eマネジメント代表／全印工
連環境委員会特別委員）が講師を務め、「印刷会社の環
境対応～攻めと守りの環境対応セミナー～」をテーマに
行われ、22社34名が聴講しました。�
　セミナーに先立ち、鈴木委員長が次のように挨拶しま
した。�
　「私が寺田先生と最初にお会いしたのは、ちょうど１年
ほど前の全印工連の環境委員会の時でした。私は中部地
区協の環境委員長として出席し、そこで寺田先生とお話
しする機会を得ました。話をお聞きし、『GPマークは
取得しなければならない』と考え、先生からいろいろな
ご指導を受けて取り組み、取得することができました。
その取り組みの中で、先生は『GPマークを印刷業界の
基準にしていきたい』と非常に熱く語られました。この
先生の意気込みに私は感動しました。『印刷業界にも、
こういう素晴らしい人がいる。こういう人がいるから、
印刷業界は発展してきたのだ』と確信した次第です」�
　「最近、『環境行政』『社会的責任』という言葉をよ
く耳にします。この会場に集まられた皆様方は、その重
要性を考え、素晴らしい対応策を見つけるために、この
セミナーに参加されたのだと思います。本日は、印刷会

社の環境対応と、再生紙再編の話を聞くことになってい
ます。経営を続けていく上で、非常に大きなポイントに
なる話をしていただけるはずですので、私も一所懸命勉
強させていただきます。皆様の社業に少しでも役立てば
幸いです」�
　続いて、セミナーに移り、寺田氏が講師を務め、約２
時間半にわたって講演が行われました。�
　寺田氏は、①印刷産業の環境問題、②法規制への対応、
③環境保全の推進（公害防止）、④印刷業界の取り組み
（グリーン基準とグリーンプリンティング認定制度）、
⑤購入資材のグリーン化、⑥再生紙再編のポイント、⑦
製造工程のグリーン化、⑧環境経営への取り組み、⑨コ
ンプライアンス（法遵守）の順に解説し、守りから攻め
の行動（営業主体のグリーン経営）に移ることの重要性
を説きました。�

　日本製紙に続き、北越製紙や三菱製紙が代理
店及び大口顧客に対して再生紙再編について告
知しました。その主なポイントは次の通りです。�
　◎実施時期（但し契約物件、個別銘柄につい
ては別途相談、原則？）�
　●R100は平成19年７～９月までに生産終了�
　●A2、A3の古紙70％以上配合（グリーン購
入法対応）はなくなる�
　◎原因（変化している！）�
　●中国の輸入増加、国内各社のDIP設備（古
紙パルプ製造設備）の増加により、古紙の供給
不足（競争が激しくなった）�

　●回収古紙の品質低下�
　●自社設備の統廃合による大型設備の稼動で
高配合が困難（小型で古紙の高配合が可能な設
備の停止）�
　●R100に代表される古紙高配合の要望が根
強くある（市場ニーズ）�
　●工程の強化で歩留まりが悪化し、古紙パル
プの利用可能量が低下�
　●温暖化効果ガスの二酸化炭素が削減できる�
　このような再生紙の状況を踏まえ、全印工連
では、上記ような「お願い文」の例文を用意し、
組合員の利用を呼びかけています。�

　７月６日f午後６時より、愛知県印刷会館３階・会議
室において、環境委員会の担当で「グリーンプリンティ
ング（GP）認証取得説明会」が開かれました。講師は
㈱アサヒグラフィックスの石橋智章CSR推進室室長が務
め、13社16名がGP認証の取得に関する説明を拝聴しま
した。�
　石橋氏は「グリーンプリンティング認定制度の概要」
をまず解説。これは日印産連が創設した印刷業に特化し
た制度で、印刷業界の環境配慮自主基準「グリーン基準」

を踏襲し、一定水準以上の基準を達成した印刷工場を認
定するものです。そして、その認定工場が製造したグリ
ーン基準に適合する「印刷製品」にGPマークが印刷で
きます。取得までの手順は、申請→書類審査→現地審査
→認定審査→認定という形になります。概要説明のあと、
石橋氏は、「他の環境マークとの比較」「ISO14001と

比べて非常に安価に取得可能」「認定に至るまでの取り
組み」「認定取得の効果」「注意点」「取り組み必須事
項と書類に確認」について解説しました。�
　この説明会に参加することが認定勉強会参加への条件
になり、認定取得を希望する企業は８月４日、９月１日、
９月29日の３回の勉強会を経て、10月の審査会を目標に
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愛印工組・環境委員会�
「印刷会社の環境対応�
    ～攻めと守りの環境対応セミナー～」�

愛印工組・環境委員会�

GP認証取得説明会を開催�
　　　　　　　 13社16名が熱心に聴講�

再生紙再編の�
ポイントと�
印刷産業の対応�



事業・行事 GP取得勉強会�
 （愛印工組 環境委員会）�
場所 愛知県印刷会館　３階　会議室�
・３日間のコースです（第１回目は終了しました。）�
事業・行事 技能検定　学科試験対策学習会�
場所 名古屋市中小企業振興会館　４階�
 ・第１会議室（１級クラス）�
 ・第４会議室（２級クラス）�
・技能検定（オフセット印刷作業）学科試験受験者�
  を優先受付いたしますが、一般参加も若干募集�
  しています。�
事業・行事 第４回印刷寺子屋�
 （愛印工組 経営革新委員会 勉強会）�
場所 愛知県印刷会館　３階　会議室�
・講師：大同紙工印刷㈱�
　　　  専務取締役　村田宏基氏�
・テーマ：特殊印刷のいろいろ�
・参加費無料　・定員20名�
・問い合わせ、申込みは事務局まで�
事業・行事 「業態変革推進プラン－全印工連2008�
 計画－第３ステージ・新創業」説明会�
場所 栄ガスビル　５階会議室�
講師：水上印刷㈱　代表取締役　水上光啓氏�
参加費　組合員：一人2,000円�
　　　　一　般：一人3,000円�
テキスト「業態変革推進プラン－全印工連2008計画」�
＊１冊1,000円（参加費に加えて申し受けます）�
  お手持ちの方はご持参いただければ結構です。�
事業・行事 持ち出し理事会�
場所 三重県「エキシブ＆アネックス鳥羽」�
理事会pm15:30　懇親会pm18：00�
（尚9月15日g有志による懇親ゴルフ開催されます）�
事業・行事 第５回印刷寺子屋�
場所 新日本印刷㈱　瑞浪工場�
 ㈲大六印刷（高山市）�
上記２社の見学です。参加費は無料。但し、交通�
費、宿泊費等実費自己負担。定員20名様程度�
・問い合わせ、申し込みは事務局まで�
事業・行事 従業員・家族合同レクレーション大会�
 　　　　　（雨天決行）�
場所 さった峠～由比宿ハイキング�
　　　　　 （静岡県駿河湾沿い）�
参加費　大人一人　3,500円（中学生以上）�
　　　　子供一人　2,500円�
＊いずれもお弁当代を含んでいます。�
＊座席とお弁当が不要な幼児は無料です。�
事業・行事 平成19年度�
 永年勤続優良従業員表彰伝達式�
場所 愛知県印刷会館　3階　会議室�
会長及び理事長表彰（10年以上表彰）�
県知事表彰（15年表彰）※表彰日は１１月１日です�
事業・行事 第３回マーケティングセミナー�
 「広告業界のコンテンツ戦略」（仮称）�
場所 栄ガスビル　５階　会議室�
講師：電通ＣＲマネジメント局マネジメント計画部�
　　　沼澤　忍氏　参加費等詳細は調整中�
事業・行事 平成20年　新春�
 印刷と関連業界新年互礼会�
場所 名古屋東急ホテル�
（詳細は調整中）�
事業・行事 印刷営業講座　＊受講資格＝一般�
 印刷の営業実務経験１年以上の者�
場所 愛知県印刷会館　３階　会議室�
2月16日g、17日a、23日g、24日a、3月1日g、2日a�
・土曜日＝13：00～18：00   ・日曜日＝10：00～16：00�
（受講料は調整中）�
事業・行事 印刷営業技能審査認定試験�
 ＊受講資格＝一般印刷の営業実務�
 経験２年以上の者�
場所 未定（名古屋市内）�
・10：00～10：30＝注意事項、説明等�
・10：30～11：30＝知識試験�
・12：30～16：00＝見積技能試験�
（受講料12,600円）�

�９月１日g

９月29日g

13:00～17:00�

�
�
�
９月１日g

�

�
９月３日b

19:00頃�
　～21:00頃�
　　（予定）�
�
�
�
�

９月12日d

19:00�
　～20:30�
　　（予定）�
��
�

９月14日f

　    ～�
９月15日g�
�
�

10月13日g�
�
�
�
�
�

10月21日a�

�
�
�
�
10月31日d

�
�
11月７日d

18:00�
　～20:30�

�
（平成20年）�
１月11日f

（平成20年）�
２月16日g

�
�
�
�
（平成20年）�
３月８日g

10:00�
　～16:00

　本誌６月号において、“「ソイシール」廃止へ、

米国大豆協会・使用許諾業務を終了”とのタイトル

で、ソイシールの使用が終了する旨の報告を致しま

した。この件につきまして、全日本印刷工業組合連

合会では、各工組ならびに地区印刷協議会で「ソイ

シール使用許諾契約終了」の周知を図りました。そ

の後、アメリカ大豆協会から、使用継続を求める企

業が多いため、との理由で、７月11日付け文書で、

「ソイシール使用許諾契約を継続する」旨の連絡が

全印工連に届きました。これにより、今後も継続し

て大豆油インキを使用した印刷物には、ソイシール

を使用することが可能になりました。アメリカ大豆

協会から届きました文書は以下のとおりです。�

　アメリカ大豆協会・ソイシール使用許諾契約継続

の件�

　本年３月７日付け文書で、弊協会米国本部が商標

権を持つ「ソイシール（３種類）」の使用許諾契約

業務を2008年９月をもって終了する方針をお伝え致

しました。�

　しかしながら、この方針につきまして広く意見を

求めましたところ、多くの企業の皆様より継続のご

要望を頂戴しました為、弊協会は方針を変更し2008

年10月以降も、契約業務を継続することで正式に決

定致しました。�

　これに伴い、2011年８月末に満了となるソイシー

ル商標権の更新手続を進めますので、以降もソイシ

ールを使用していただくことができます。�

　ご了解の程、よろしくお願い申し上げます。�

　今後も継続して、大豆インキを使用した印刷物に

は、ソイシールを使用することが可能となりました。�

－ 10 －� － 11 －�

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

協同組合／支部再編�
　　　　／インターシップなど審議�

持出理事会は9月14日（金）、鳥羽市で開催�

平成19年度7月期理事会・支部長会�

ソイシール、今後も継続使用が可能に。アメリカ大豆協会が方針を変更�

　平成19年7月18日d午後３時30分から、愛知県印
刷会館３階・会議室で、26名の出席により、７月期
理事会・支部長会が開かれました。�
　白井紘一理事長の挨拶で始まり、同理事長が議長
を務め、議事が進められました。以下、その審議内
容の要旨です。�
　1）組合員の加入について�

　㈱メディアテクノロジージャパン（中支部）の加
入が承認されました。�
　2）愛知県印刷協同組合の件について�

　７月25日dに理事会が開かれ、その後の運営を検
討することになる旨、白井理事長から説明がありま
した。�
　3）支部再編の件について�

　廃支部支部員の所属支部は、廃支部支部員の希望

で所属先が選択できることが説明されました。�
　4）あいち造形デザイン専門学校の件について�

　あいち造形デザイン専門学校から、見積も含めて
学生に指導してほしいという要請があり、愛印工組
としてサポートしていく方針が示されました。�
　5）インターンシップの件�

　愛知工業大学、愛知淑徳大学からインターンシッ
プ研修生受け入れの要請があったことが報告され、
研修生受け入れ希望企業は事務局に申し出れば手続
きが説明されます。�
　6）今後の事業等、日程について�

　◇環境委員会事業�

　「GP認定工場・認定取得勉強会」（３回シリーズ）
＝第１回：８月４日g午後１時～午後５時、第２回：
９月１日g午後１時～午後５時、第３回：９月29日a

午後１時～午後５時、会場：愛知県印刷会館３階・
会議室�
　◇技能検定試験�

　「実技試験」＝７月14日gタナカ印刷㈱、７月22
日a長苗印刷㈱春日井工場、７月28日g西川コミュ
ニケーションズ㈱GAC、７月28日g㈱奉仕堂印刷、
７月29日a㈱プリンター、８月５日a㈱アサヒグラ
フィックス�
　「学科試験対策学習会」＝日時：９月１日g午後
１時30分～午後５時30分、会場：名古屋市中小企業
振興会館�
　「学科試験」＝９月２日a�
　「合格発表」＝10月10日d�
　◇マーケティングセミナー�

　「プロデューサーのためのプロジェクト管理術」
（平成18年度に実施したセミナーの追加実施です）
＝日時：８月４日午後１時30分～５時30分、会場：
名古屋市都市産業振興公社（ナディアパーク）、講
師：田中信一氏（㈱ビジネスコミュニケーション研
究所代表取締役）�
　「業態変革推進プラン－全印工連2008計画－第３
ステージ〈新創業〉“業態変革5Doors”」＝日時：９月
12日d午後６時30分～８時30分、会場：栄ガスビル、
講師：水上光啓氏（水上印刷㈱代表取締役社長）�
　◇経営革新委員会勉強会�

　第３回印刷寺子屋「業態変革のススメ」＝日時：
８月６日d午後７時～８時30分、会場：愛知県印刷
会館、講師：桜井隆太氏（㈱桜井グラフィックシス
テムズ代表取締役社長）�
　第４回印刷寺子屋「特殊印刷のいろいろ」＝日時：
９月３日b午後７時～８時30分、会場：愛知県印刷
会館、講師：村田宏基氏（大同紙工印刷㈱専務取締
役）�
　◇教育・労務委員会事業�

　「従業員・家族合同レクリエーション大会」＝期
日：10月21日a、行き先：薩　（さった）峠～由比
宿ハイキングコース（静岡県）�
　◇組織・共済委員会事業�

　「永年勤続優良従業員表彰」＝表彰日：11月１日
e、伝達式：10月31日d�
　◇次回理事会�

　「持出理事会」＝開催日：９月14日f～15日g、
会場：エクシブ鳥羽＆アネックス（三重県鳥羽市安
楽島町二地169-2、電話0599-26-4400）、スケジュー
ル：午後３時30分～理事会、６時～交流会�



　四日市印刷工業㈱（山口薫社
長）は、「四日市モダン再見～懐
かしくて新しい四日市の広告～
展」を８月28日cまで、三重県菰
野町「パラミタミュージアム」に
おいて開催しています。�
　同社は、第二次世界大戦での空
襲の被害、また、伊勢湾台風によ
る水害の被害をまぬがれ、数多く
の貴重な資料が残されました。こ
の残されたコレクションの中から、
郷土・四日市市より発信された昭
和初期の広告、写真、更に、明治
時代に輸出用の茶箱に貼られた
「茶ラベル蘭字」などが公開され
ています。�
　「茶ラベル蘭字」は、同社の前
身である「木版印刷山口堂」にお

いて制作されたものです。明治初
頭に地元の名産品「伊勢茶」が四
日市港から主にアメリカに向けて
輸出されており、その茶箱に「蘭
字」と呼ばれるラベルが貼られま
した。茶箱を飾った「蘭字」には、
斬新な色彩を用いて海外に向けて
考案したと思われる日本をイメー
ジした絵柄が描かれています。�
　会場には、「蘭字」以外に、昭
和初期の広告（四日市の商店、鉄
道と行楽、懸賞広告）、昭和初期
の写真などが展示されています。�
　印刷人必見の展示会といえます
ので、是非お出掛けください。�
　会場となっているパラミタミュ
ージアムは、近鉄湯の山線「大羽
園駅」下車。西へ300 ｍ｡ 

　「デジタルソリューションシステム07」�
　発行＝ニュープリンティング㈱
（TEL03-3264-2054)�
体裁＝A4判・200 頁・並製本�
定価＝2,100 円（税込み）。�
　本書には、CIP4/JDF、CTP 、
デジタル印刷、CMS 、セキュリ
ティなど、クロスメディアビジネ
ス、全体最適化のための最新技術
動向とベンダー各社のソリューシ
ョンが掲載されている。印刷関連
会社の業態変革とデジタルワーク
フローの全体最適化を目指す参考
書となっている。�

　「印刷現場の予防保全」�
　著者＝川名茂樹。�
　発行＝㈱印刷学会出版部（TEL03-
3555-7991)�
体裁＝A5判・240 頁・並製本�
定価＝2,940 円（税込み）。�
　本書は、月刊誌「印刷雑誌」に
連載し、好評を得た「顧客感動を
呼ぶ印刷機械の予防保全」を単行
本化したもの。予防保全に必要な
技術論から心構え、成功事例や失
敗事例の紹介の他保全チェックシ
ートなど、実用的な図版も多く収
録、現場スタップだけでなく、経
営者にも参考となる一冊である。�
　著者は、㈱小森コーポレーショ
ンで、予防保全チーフアドバイザ
ーとして活躍している。�

■蝉の鳴き声が賑やかになり、夏
本番を迎えました。暑い盛りは何
かと体力を消耗します。夏バテし
ないよう体調管理に気を付け、こ
の夏を乗り切りたいものです。�
■夏バテ解消に鰻が推奨されてい
ます。この地方の一色や浜名湖な
どの鰻は名が通っていますが、ス
ーパーなどにいきますと中国産の
鰻が幅をきかしていました。とこ
ろがここに来てすっかり中国産が
なくなっています。有害物質が入
っているとのことで敬遠されてい
るようです。鰻に限らず何かと中
国産は信頼が薄くなっているよう
です。�
■今月の23日に愛知県印刷産業団
体連絡会のビアパーティが名古屋
国際ホテルで開かれます。�
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